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平成 30 年度の報告に関する結果の修正（令和２年度末更新） 

１．平成 30 年度水銀等の貯蔵に関する報告の集計結果 

平成 30 年度の結果に数字の修正がありましたので、以下のとおり修正いたします。（修正箇所

は赤字斜体） 

 
（１）報告を行った事業所数、物質ごとの報告件数及び年度末貯蔵量 

水銀等の貯蔵に関する報告を行った事業所は全国で91事業所でした。水銀等の種類別の内訳は、

水銀の貯蔵に関する報告が計 85 件、硫化水銀の貯蔵に関する報告が計７件でした。そのうち水銀

及び硫化水銀の両方を貯蔵していると報告した事業所が 1事業所ありました。その他の水銀等（塩

化第一水銀、酸化第二水銀、硫酸第二水銀、硝酸第二水銀及び硝酸第二水銀水和物）の貯蔵に関す

る報告はありませんでした。 

平成 30 年度の年度末時点で貯蔵されていた水銀は計 38,829.7 ㎏、硫化水銀は計 1,622.3 ㎏で

した（合計 40,452.0kg）。 

 
（２）報告を行った事業所の属性別・目的別の報告件数及び年度末貯蔵量 

水銀等の貯蔵に関する報告を行った事業所のうち、自らにおいて水銀等を使用している事業所

（使用者）からの報告件数は計68件（73.9％）、平成30年度の年度末貯蔵量は計6,945.7㎏（17.2％）

でした。また、水銀等の販売・卸売を行っている事業所（販売者）からの報告件数は計24件（26.1％）、

年度末貯蔵量は計 33,506.2kg（82.8％）でした。なお、水銀等販売者のうち、自らにおいて水銀等

を使用している事業所からの報告が計４件ありました。  

水銀の使用者の貯蔵の目的は、「灯台（水銀槽式回転機械補充用）」、「研究・調査」、「環境分析

等」、「製品製造」、「その他」に分類されます。水銀等の使用者の、貯蔵の目的別の報告件数及び年

度末貯蔵は表 1のとおりです。 

 

表 1 【水銀等の使用者】貯蔵の目的別の報告件数及び年度末貯蔵量 

貯蔵の目的 灯台 研究・調査 環境分析等 製品製造 その他 合計 

報告件数（件）
38 

(55.0%) 

7 

(10.0%) 

9 

(13.0%) 

12 

(17.4%) 

2 

(2.9%) 

68 

(100%) 

貯蔵量（㎏） 
3,094.3 

(44.5%) 

1,858.3 

(26.8%) 

299.1 

(4.3%) 

1,335.0 

(19.2%) 

359.0 

(5.2%) 

6,945.7 

(100%) 

注：貯蔵量及びパーセンテージの合算値は四捨五入の関係で合計と異なる場合があります。 
 
（３）廃棄物となった量 

平成 30 年度の報告対象期間内に廃棄物となった水銀の量は計 4,288.6 ㎏、硫化水銀の量は計

0.0kg でした。また、廃棄物となった水銀の、廃棄物となる前の貯蔵の目的別の内訳は表 2 のと

おりです。 
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表 2 報告対象期間内に廃棄物となった水銀の量 

貯蔵の目的 販売 灯台 研究・調査 環境分析等 製品製造 その他 合計 

報告件数

（件） 

1 

(10.0%) 

1 

(10.0%) 

2 

(20.0%) 

4 

(40.0%) 

2 

 (20.0%) 

0 

(0%) 

10 

(100%) 

廃棄物となった

量（kg） 

26.2 

(0.6%) 

98.2 

(2.3%) 

60.2 

(1.4%) 

3,856.5 

(90.0%) 

247.5 

(5.8%) 

0 

(0%) 

4,288.6 

(100%) 

注：廃棄物となった量の合算値は四捨五入の関係で合計と異なる場合があります。 
 
（４）「指針に基づき実施した取組等」の実施状況 

水銀等貯蔵者は指針に基づき水銀等を環境上適正に貯蔵するための措置をとることが求められ

ているため、貯蔵に関する報告においては、当該取組についても報告することとされています。水

銀等の貯蔵に関する環境汚染防止措置（別紙１参照）の報告件数は図 1のとおりです。 

  

図 1 水銀等の貯蔵に関する環境汚染防止措置の報告件数 

 

なお、指針では、水銀等の貯蔵を他者に委託する際に、貯蔵を委託するものが水銀等である旨

の情報を相手方（委託先）に提供することとされています。平成 30年度の報告において、他者に

水銀等の貯蔵の委託を行ったと報告した事業所が４事業所あり、相手方に対する情報提供を適切

に行っていることを確認しました。その他の環境汚染防止措置として、社内研修を行っている事

業者からの報告が５件ありました。 
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（別紙１）水銀等貯蔵者に求められる環境汚染防止措置 
 
1. 水銀等の容器又は包装は、水銀等が飛散し、又は流出するおそれのないものとすること。 

2. 水銀等の容器又は包装に、水銀等の名称（水銀等の混合物（辰砂を除く。）にあっては、水銀

等の名称及び含有量）を表示すること。 

3. 水銀等を貯蔵する場所に、水銀等の名称を表示すること。 

4. 水銀等を貯蔵する場所に、鍵をかける設備を備えること。ただし、その場所が性質上鍵をかけ

ることができないものであるときは、この限りでない。 

5. 水銀等を貯蔵する場所が性質上鍵をかけることができないものであるときは、その周囲に、

堅固な柵を設けること。 

6. 水銀等の貯蔵を他の者に委託するときは、その相手方に対し、その貯蔵を委託するものが水

銀等である旨の情報を提供すること。 

（出典：水銀等の貯蔵に係る環境の汚染を防止するためにとるべき措置に関する技術上の指針） 
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２．平成 30 年度水銀含有再生資源の管理に関する報告の集計結果 
平成 30 年度の結果に数字の修正がありましたので、以下のとおり修正いたします。（修正箇所

は赤字斜体） 
 

（１）報告を行った事業所数、種類別の報告件数及び年度末管理量 

水銀含有再生資源の管理に関する報告を行った事業所は全国で 855 事業所でした。また、報告

された水銀含有再生資源の種類としては「非鉄金属製錬スラッジ」、「歯科用アマルガム」、「分析用

途で使用された水銀」、「製品から回収された水銀」、「酸化銀電池」等がありました。 

水銀含有再生資源の報告件数は計 857 件、年度末時点で管理されていた水銀含有再生資源の量

（年度末管理量）は計 429,772.5 kg（湿重量）及び計 1,114.1 kg（乾重量）でした。水銀含有再

生資源の種類別の内訳は、表 3のとおりです。 

なお、事業所によって複数の水銀含有再生資源を管理している場合があるため、報告を行った

事業所数と、水銀含有再生資源の種類別の報告件数の合算値は異なっています。 

 

表 3 水銀含有再生資源の管理に関する種類別の報告件数及び年度末における管理量 

 
非鉄金属 

製錬ｽﾗｯｼﾞ 

歯科用 

ｱﾏﾙｶﾞﾑ 

分析用途で

使用された

水銀 

製品から回収

された水銀 

酸化銀

電池 
その他 合計 

報告件数（件） 
10 

(1.2%) 

802 

(93.6 %) 

18 

(2.1 %) 

7 

(0.8 %) 

15 

(1.8 %) 

5 

(0.6 %) 

857 

(100%) 

年度末 

管理量

（kg） 

湿重量 426,230.0 32.5 1,731.3 131.8 1,309.0 338.0 429,772.5 

乾重量 － 231.6 12.5 － 870.0 － 1,114.1 

注：管理量及びパーセンテージの合算値は四捨五入の関係で合計と異なる場合があります。 

 

（２）生じた量、譲り渡した量、処分作業を行った量等 
①非鉄金属製錬スラッジ 

平成30年度の報告対象期間内に新たに水銀含有再生資源として生じた非鉄金属製錬スラッジ

量は、計 867,309.5 kg（湿重量）でした。また、水銀の回収作業が行われたスラッジ量は計

687,706.5 kg（湿重量）でした。 

 

②歯科用アマルガム 
平成 30 年度の報告対象期間内に新たに水銀含有再生資源として生じた歯科用アマルガム量

は、計 207.1 kg（乾重量）でした。また、譲り渡された量は計 62.0kg（湿重量）及び計 658.5 

kg（乾重量）でした。 

 
③分析用途で使用された水銀 
平成 30 年度の報告対象期間内に新たに分析機器から回収され、水銀含有再生資源として生じ
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た精製前の水銀量は、計 3,648.7 kg（湿重量）及び計 80.6kg（乾重量）でした。また、精製作

業が行われた量は計 9,401.8 kg（湿重量）及び計 296.4 kg（乾重量）でした。 
 

④製品から回収された水銀 

平成 30 年度の報告対象期間内に新たに製品から回収され、水銀含有再生資源として生じた水

銀量は、計 162.6 kg（湿重量）及び計 20.0kg（乾重量）でした。また、精製作業が行われた量

は計 179.0kg（湿重量）でした。 

 

⑤酸化銀電池 
修正なし 

 
⑥その他の水銀含有再生資源 

平成 30 年度の報告対象期間内に新たに水銀含有再生資源として生じたその他の水銀含有再

生資源量は、計 155.1 kg（湿重量）及び計 308.0kg（乾重量）でした。また、処分作業が行わ

れた量は、計 1,006.5 kg（湿重量）及び計 0 kg（乾重量）でした。 

 
（３）廃棄物となった量 

修正なし 

 
（４）「指針に基づき実施した取組等」の実施状況 

 水銀含有再生資源の管理者は、指針に基づき、水銀含有再生資源を環境上適正に管理すること

が求められています。水銀含有再生資源の管理に関する環境汚染防止措置（別紙２参照）の実施報

告件数は図 2のとおりです。なお、「譲渡・委託先への情報提供」は、水銀含有再生資源を譲渡す

る場合や、保管、運搬又は処分作業を他者に委託する場合に必要となる措置であり、全ての水銀含

有再生資源管理者に求められる措置ではありません。 
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図 2 水銀含有再生資源の管理に関する環境汚染防止措置の報告件数 

 
その他の環境汚染防止措置として、例えば、以下のような取組が実施されていました。 

 社内研修及び社内勉強会（29 件） 

 水銀含有再生資源の管理に関する手順書等の作成（９件） 

 安全データシート（SDS）作成（１件） 
 毒物劇物譲渡書（１件） 
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（別紙２）水銀含有再生資源の管理者に求められる環境汚染防止措置 
 
第一 管理（保管、運搬又は処分作業の実施）に共通する事項 

1. 水銀含有再生資源が飛散し、又は流出しないようにすること。 

2. 水銀含有再生資源の管理に伴う悪臭、騒音又は振動によって生活環境の保全上支障が生じないよ

うに必要な措置を講ずること。 

3. 水銀含有再生資源の保管、運搬又は処分作業（有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規

制に関するバーゼル条約附属書IVＢに掲げる処分作業をいう。）を他の者に委託するときは、そ

の委託する相手方において１、２及び本項に掲げる措置と同等の措置及び保管を委託する場合に

あっては第二に掲げる措置と同等の措置が講じられるよう、その相手方に対し、必要な情報を提

供すること。 

4. 水銀含有再生資源を譲渡するときは、その譲渡する相手方に対し、その譲渡するものが水銀含有

再生資源である旨の情報を提供すること。 

 

第二 保管に関する事項 

1. 水銀含有再生資源の容器は、水銀含有再生資源が飛散し、又は流出するおそれのないものとする

こと。 

2. 水銀含有再生資源の容器及び水銀含有再生資源を保管する場所に、保管するものが水銀含有再

生資源である旨を表示すること。 

3. 水銀含有再生資源を保管する場所に、鍵をかける設備を備えること。ただし、その場所が性質上

鍵をかけることができないものであるときは、この限りでない。 

4. 水銀含有再生資源を保管する場所が性質上鍵をかけることができないものであるときは、その

周囲に、堅固な柵を設けること。 

（出典：水銀含有再生資源の管理に係る環境の汚染を防止するためにとるべき措置に関する技術上の指

針）  
 


